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と
に
か
く
久
し
ぶ
り
の
西
部
劇

で
す
。
最
近
は
年
に
１
本
も
な
い

ぐ
ら
い
の
ジ
ャ
ン
ル
だ
け
に
西
部

劇
フ
ァ
ン
に
は
さ
び
し
い
限
り
で

す
。
２
０
０
９
年
に
「
ノ
ー
カ
ン

ト
リ
ー
」
で
ア
カ
デ
ミ
ー
作
品
賞

を
と
っ
た
ジ
ョ
エ
ル
と
イ
ー
サ
ン

の
コ
ー
エ
ン
兄
弟
の
監
督
、
製

作
、
脚
本
で
す
。

　

旺
盛
な
自
立
心
と
責
任
感
を
併

せ
持
つ
14
歳
の
少
女
マ
テ
ィ
・
ロ

ス
は
、
牧
場
主
の
父
親
が
雇
い
人

の
ト
ム
に
殺
さ
れ
た
と
の
報
せ
を

受
け
ま
す
。
自
ら
の
手
で
父
親
を

殺
害
し
た
男
に
復
讐
す
る
と
心
に

誓
い
、
隻
眼
の
ベ
テ
ラ
ン
保
安
官

と
若
い
テ
キ
サ
ス
・
レ
ン
ジ
ャ
ー

を
雇
っ
て
犯
人
追
跡
の
旅
を
敢
行

し
ま
す
。
最
初
は
子
ど
も
扱
い
し

て
い
た
２
人
の
男
も
、
マ
テ
ィ
の

執
念
と
気
性
に
負
け
て
本
気

に
。
14
歳
の
少
女
に
は
過
酷

す
ぎ
る
旅
が
始
ま
り
ま
す
…
。

　

少
女
が
辿
る
過
酷
な
行
程
を
、

コ
ー
エ
ン
兄
弟
な
ら
で
は
の
ユ
ー

モ
ア
を
織
り
て
リ
ア
ル
な
語
り
口

と
素
晴
ら
し
い
映
像
で
描
き
出
し

て
い
き
ま
す
。
保
安
官
に
ジ
ェ
フ

・
ブ
リ
ッ
ジ
ス
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
に

マ
ッ
ト
・
デ
イ
モ
ン
、
14
歳
の
少

女
に
は
み
ご
と
今
年
の
ア
カ
デ
ミ

ー
賞
助
演
女
優
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
新
星
、
ヘ
イ
リ
ー
・
ス
タ

イ
ン
フ
ェ
ル
ド
。

　

１
９
６
９
年
の
西
部
劇
映
画

「
勇
気
あ
る
追
跡
」
の
リ
メ
イ
ク

で
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
ジ
ョ
ン

・
ウ
ェ
イ
ン
主
演
の
保
安
官
が
主

役
の
映
画
で
し
た
。
監
督
の
イ
ー

サ
ン
・
コ
ー
エ
ン
は「
リ
メ
イ
ク
し

た
理
由
は
チ
ャ

ー
ル
ズ
・
ポ
ー

テ
ィ
ス
の
原
作

に
強
く
惹
か
れ

た
か
ら
」
と
い

う
だ
け
あ
っ

て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
よ
り
も
少
女

に
視
点
を
あ
て

た
原
作
に
忠
実

で
す
。
題
名
は

「
真
の
勇
気
」。
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西
行
と
い
え
ば
、
激
動
の
平
安
末
期
の
時
代
を
生
き

た
歌
人
と
し
て
有
名
で
す
。「
願
は
く
は
花
の
下
に
て

春
死
な
む　

そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望
月
の
頃
」
と
い
う
歌

の
と
お
り
、
春
に
桜
の
下
で
生
涯
を
終
え
た
場
所
が
、

現
在
の
河
南
町
に
あ
る
弘
川
寺
で
す
。
紀
伊
の
国
（
現

在
の
和
歌
山
県
）
で
生
ま
れ
た
西
行
は
、
京
都
で
御
所

を
警
備
す
る
「
北
面
の
武
士
」
と
な
り
、
文
武
と
も
優

れ
た
青
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
23
歳
で
妻
子
を

捨
て
て
出
家
。
72
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、
ひ
た
す
ら
旅

と
草
庵
と
歌
に
明
け
暮
れ
る
生
涯
を
過
ご
し
ま
し
た
。

鎌
倉
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
「
新
古
今
和
歌
集
」
に
は
、

西
行
の
詠
ん
だ
歌
が
94
首
と
、
も
っ
と
も
多
く
収
め
ら

れ
、「
天
成
の
歌
人
」
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
元
・
平
治
の
乱
か
ら
平
家
の
滅
亡
へ
と
激
動
す
る

時
代
に
、
仏
の
道
へ
の
憧
れ
と
現
世
へ
の
執
着
に
揺
れ

な
が
ら
、
花
や
月
へ
の
深
い
思
い
を
歌
い
続
け
た
西
行

の
生
き
様
は
、
数
々
の
「
西
行
伝
説
」
を
残
し
ま
し

た
。
現
代
に
お
い
て
も
西
行
は
、
吉
川
英
治
の
「
新
・

平
家
物
語
」
や
白
州
正
子
の
「
西
行
」、
辻
邦
夫
の

「
西
行
花
伝
」、
火
坂
雅
志
の
「
花
月
秘
拳
行
」
な
ど

小
説
や
随
筆
に
も
描
か
れ
、
人
々
を
魅
了
し
て
い
ま

す
。
西
行
終
焉
の
地
で
あ
る
弘
川
寺
は
西
暦
６
６
５
年

に
役
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
行
基
や

空
海
も
修
行
し
ま
し
た
。
寺
に
は
、
西
行
が
結
ん
だ
庵

が
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
桜
の
花
が
咲
き
こ
ぼ
れ
る
こ

の
４
月
、
西
行
が
亡
く
な
っ
た
こ
の
場
所
へ
多
く
の
人

が
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。
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　1945年（昭和20年）６月、東淀川区
は３度にわたって米軍機による空襲を
受けました。特に６月７日の空襲は激
烈を極め、１トン爆弾や焼夷弾が降り
注ぎました。米軍機は低空の機銃掃射
も繰り返し、柴島浄水場の壁面に約50

メートルにわたって弾痕を残しまし
た。この空襲を忘れまいと、地元の人
が弾痕でえぐられた壁面の一部を保存
しています。立て札には「傷つき、死
んでいった、物言わぬ多くの人々への
生き証人」と記しています。

　

四
條
畷
市
に
は
５
世
紀
の
古

墳
時
代
に
、
馬
を
飼
育
す
る
大

き
な
牧
場
が
あ
り
ま
し
た
。
南

北
朝
時
代
は
楠
木
正ま
さ

行つ
ら

（
正
成

の
息
子
）
の
合
戦
が
あ
り
、
安

土
桃
山
時
代
に
は
キ
リ
シ
タ
ン

大
名
の
領
地
に
な
る
な
ど
、
市

内
に
は
多
様
な
歴
史
の
遺
物
が

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
を
南
北

に
縦
断
す
る
東
高
野
街
道
沿
い

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
資
料
館
は
、
こ
の
蔵

を
囲
む
よ
う
に
増
築
さ
れ
、
全

体
と
し
て
「
白
壁
」
と
「
蔵
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建
物
に
な
っ

て
い
ま
す
。
小
さ
な
資
料
館
で

す
が
、
近
辺
で
発
見
さ
れ
た
日

本
最
古
の
遺
物
が
２
点
（
古
墳

時
代
に
馬
飼
集
団
が
祭
礼
で
使

用
し
た
と
さ
れ
る「
木
製
下
駄
」

に
建
つ
白
壁
の
和
風
建
築
物

が
、
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で

す
。
展
示
室
に
な
っ
て
い
る
蔵

は
１
８
９
９
年
（
明
治
32
年
）

に
枚
方
区
裁
判
所
の
出
張
所
と

し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
は
法
務
局
の
書
庫
と
し
て
も

使
わ
れ
、
２
０
０
６
年
に
国
の

と
、
安
土
桃
山
時
代
に
城
主
が

建
て
た
「
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
」）

収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
歴
史
研
究

者
に
と
っ
て
は
全
国
で
も
有
名

な
資
料
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。

西
行
法
師
と
弘
川
寺

柴島浄水場壁面の弾痕

「
願
は
く
は
、花
の
下
に
て
春
死
な
む
」

旅
と
草
庵
で
生
涯
を
終
え
た
歌
人

　「５月を待って咲く橘の花の香りをかぐと、昔の恋人の袖に炊き込めていた香りが思い出さ
れる」という意味で、「伊勢物語」にも登場します。宮仕えに精を出す余り、男は妻のことを
顧みなかった。妻が男のもとを離れていってはじめて、男は妻を心から愛していたことに気づ
くが、時はすでに遅かった、と今日でもよくあるストーリーです。よみ人知らず（古今和歌集）

さつき待つ花橘の香をかげば
昔の人の袖の香りぞする

　戦前の物理学者・寺田寅彦（1878～1935）の言葉とされ、碑文が寺田の出身地である高知県
にあります。寺田は著書「天災と国防」の中で「文明が進むほど天災による損害の程度も累進
する傾向があるという事実を十分に自覚して、そして平生からそれに対する防御策を講じなけ
ればならない」と、対策を怠る政府や社会に警告を発していました。

天災は
忘れられたる頃来る

白
壁
の
蔵
に

 
日
本
最
古
の
遺
物
も
収
蔵キリシタンの歴史も

アピールしています

ミュージアムメモ
▶所在地／四條畷市塚脇町３番７
号▶交通／ＪＲ学研都市線「四條
畷」駅下車北へ徒歩約13分▶開館
時間／午前９時30分～午後５時▶
休館日／月曜日、年末年始▶入場
料／無料▶連絡先／電話072－878
－4558

四條畷市立
歴史民俗
資料館
（四條畷市）

（河南町）

詩情と追跡の　
　西部劇が復活

（大阪市東淀川区）

桜の季節になると、多くの人が訪れます

寺田　寅彦

東
高
野
街
道
沿
い
の
住
宅
地
に
あ
り
ま
す

「トゥルー・グリット」


